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丹沢大山国定公園　県立丹沢大山自然公園　県立陣馬相模湖自然公園　富士箱根伊豆国立公園

～自然公園から季節のたよりをお届けします～

　ビジターセンターのある丹沢湖周辺では、３月中

旬からサクラのシーズンに入ります。サクラと共に

湖や富士山が望めること、植栽を含めて様々な種類

のサクラが楽しめることが、丹沢湖のサクラの魅力

です！

　３月中旬、一番最初に咲き始めるサクラがマメザ

クラです。幹は根元から良く枝分かれし、直径２cm

程の小ぶりな花を下向きに咲かせます。丹沢湖では、

湖岸沿いに多く見られます。

　続いて咲きだすサクラが、お馴染のソメイヨシノ

です。江戸時代に染井村（現東京都豊島区）から「

吉野桜」という名前で売り出された品種のサクラで

す。花付きが良く、葉は花の後に開くので、満開時

には木全体が花に包まれたように見えます。丹沢湖

では、車道沿いやダム広場に植栽されています。幹
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神奈川県公園協会 検索

自然公園へ出かけよう
県立宮ヶ瀬ビジターセンター

県立陣馬自然公園センター

県立秦野ビジターセンター

環境省箱根ビジターセンター

県立西丹沢自然教室

県立丹沢湖ビジターセンター
〒258-0202　足柄上郡山北町玄倉515

Tel0465-78-3888　Fax0465-78-3777

開館時間　9:00～16:30　

http://www.kanagawa-park.or.jp/tanzawakovc/

〒243-0111　清川村宮ヶ瀬940-15

Tel046-288-1373　Fax046-288-1162

開館時間　9:00～16:30

http://www.kanagawa-park.or.jp/miyagase/

〒250-0522　足柄下郡箱根町元箱根旧札場164

Tel0460-85-9981

開館時間　9:00～17:00(入館は16:30まで)

http://www.mmjp.or.jp/HakoneVisitorCenter/

〒259-1304　秦野市堀山下1513

Tel0463-87-9300　Fax0463-87-9311

開館時間　9:00～16:30

http://www.kanagawa-park.or.jp/hadanovc/

〒258-0201　足柄上郡山北町中川867-2-9

Tel0465-78-3940　Fax0465-78-3940

開館時間　8:30～16:30（４/１～11/30）

　　　　　　　8:30～16:00（12/１～３/31）

http://www.kanagawa-park.or.jp/nishitanzawa/

〒229-0201　藤野町佐野川659-3

Tel0426-87-5270　Fax0426-87-5270

開館時間　9:00～16:30（４/１～11/30）

　　　　　　　9:00～16:00（12/１～３/31）

http://www.kanagawa-park.or.jp/jinba-vc/

県立陣馬自然公園センター県立陣馬自然公園センター

県立宮ヶ瀬ビジターセンター県立宮ヶ瀬ビジターセンター

県立秦野ビジターセンター県立秦野ビジターセンター

県立丹沢湖ビジターセンター県立丹沢湖ビジターセンター

環境省箱根ビジターセンター環境省箱根ビジターセンター

県立西丹沢自然教室県立西丹沢自然教室

丹沢湖ビジターセンター

が良く似たオオヤマザクラも同時期に咲きますが、

花びらのピンク色がやや濃く、こちらは花と葉が同

時に出ます。

　４月中旬には、ヤマザクラやシダレザクラが見頃

を迎えます。ヤマザクラは花と同時に出る赤みを帯

びた葉が特徴で、丹沢湖周辺や玄倉川渓谷の山肌に

多く見られます。シダレザクラは植栽ですが、セン

ター前や世附に並木があり、隠れたサクラスポット

になっています。

　その他にもウワミズザクラやミヤマザクラなど、

丹沢にはまだまだたくさんのサクラがあります。そ

れぞれ少しずつ咲く時期が異なるので、違いを楽し

みながら、２回目、３回目のお花見はいかがでしょ

うか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原島）

玄倉川渓谷のヤマザクラ

自然観察会

クラフト教室

箱根地区パークボランティア募集

　　環境省では、箱根ビジターセンターを拠点に活動するパークボランティアを追加募集します。

箱根の自然に興味、関心があり、国立公園を訪れる人々に

その良さを伝えたいという意志をお持ちの方の参加をお待ちしています。

活動内容
観察会での自然解説、美化清掃、自然情報の収集と発信、登山道の安全点検・軽微な維持補修など。

養成研修会の実施
第1回　5/22（土）、第2回　6/12（土）、第5回　8/28（土）
第3回　6/13（日）～7/31（土）いずれかの活動に1回参加（自主研修）
第4回　8/1（日）～8/22（日）いずれか1泊2日の活動に1回参加（自主研修）
場所：環境省箱根ビジターセンター、箱根各地　

参加費：研修会は無料　保険代・食事代などは実費。

申し込み・問い合わせ
箱根自然環境事務所（パークボランティア担当）
〒250-0522　神奈川県足柄下郡箱根町元箱根164　TEL.0460-84-8727　FAX.0460-84-9349
E-mail：NCO-HAKONE@env.go.jp （件名は「箱根パークボランティア応募」として。）

対象者・箱根地区において、活動に精力的に参加する意志があること。
　　　・年間5日間以上活動できること。
　　　・原則として、パークボランティア養成研修会の全
　　　　日程に参加できること。
　　　・平成22年4月１日時点で年齢が20歳以上であること。
定　員　30名程度　
　　　　※応募者多数の場合は、抽選にて登録予定者を決定
申し込み方法
希望者は、往復はがきまたは電子メールで
住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月日）、性別、職業、所属団体、電話番号
ファックス番号、E-maiアドレス、特技・趣味、第1回養成研修会宿泊希望の有無
を明記の上、下記まで。
締め切り：平成22年4月25日（日）必着

詳しくは、富士箱根伊豆国立公園のホームページでも掲載しております！http://www.env.go.jp/park/fujihakone/index.html



秦野ビジターセンター 西丹沢自然教室

宮ケ瀬ビジターセンター

県立丹沢湖ビジターセンター

県立秦野ビジターセンター

環境省箱根ビジターセンター

県立宮ヶ瀬ビジターセンター
●ガイドウォーク（無料・申込不要）
ビジターセンター周辺の自然をスタッフがご案内します。 
自然の中で不思議な発見を一緒にしてみませんか？
開催日：毎月第4日曜日　10：30～12：00頃
※秦野ビジターセンターでは、全国植樹祭の会場準備等により、
　次の通りガイドウォークの日程を変更させていただきます。
　3月28日→4月4日、4月25日→5月2日、5月23日→5月30日

●スライドトーク（無料・申込不要）
生きものや景色の写真・標本などを用いて、
丹沢の自然を楽しくご紹介します。 
開催日：毎週土曜日　13：30～14：00

●ガイドウォーク（無料・申込不要）
宮ケ瀬周辺の旬の自然を楽しんでみませんか？
ビジターセンタースタッフがおすすめコースをご案内します。
開催日：毎週土曜日、日曜日、祝日　13：30～14：30頃

●企画展「箱根に入ってきた生きもの、見かけなくなった生きもの」
内　容：外来生物やニホンジカなど、近年の箱根の動物たちの
　　　  様子を紹介します。
期　間：平成22年1月9日（土）～4月11日（日）
※臨時休館：２月３日、17日、24日（水）

●ガイドウォーク（無料・申込不要）
スタッフと一緒に、旬の自然を観察しながら丹沢湖周辺を
散策します。
開催日：毎月第2日曜日　 10:00～12:00（ボランティアスタッフ）
　　　  毎月第4日曜日　 13:30～14:30（センター職員）

●スライドトーク（無料・申込不要） 
オリジナルのスライドで、丹沢の自然やマメ知識をご紹介します！
開催日：毎週日曜・祝日　13:00～13:30

ビジターセンター イベント案内

※県立ビジターセンターの「ガイドウォーク」、
　「スライドトーク」は、行事などの都合により
　中止または日程変更する場合がございます。
　また、10名以上で参加の際は事前にお問い
　合わせ下さい。

シカ柵アート

　雪の積もった登山道の脇に、青々とした葉をつけた植物が

ありました。オニシバリです。

　近くに行ってのぞいてみると・・・ふわふわの雪をまとっ

た沢山の花が、寒さに負けず咲いていました！

　オニシバリは2月～3月に、葉のわきに黄緑色の素朴でかわ

いい花を咲かせます。ジンチョウゲの仲間で、１つ１つの花

の形がそっくりです。ということは…匂いはどんな香りがす

るでしょう？見つけたら是非確かめてみてください。

　「オニシバリ」という、とても強そうな名前は、繊維が丈

夫で「鬼も縛れるほど！」という所からきています。また、

他の木々が葉を落とす秋から冬に葉を開き、太陽の光をたっ

ぷり浴びて、夏になると葉を落とすので、別名「ナツボウズ」

ともいいます。どちらの名前も、素朴な見た目と似合わず、

なんだか男らしいですね！

　木の高さは１ｍ以下と低く、あまり気に止まらずに通り過

ぎてしまいそうですが、花は咲いてるかな？匂いはどんなか

な？など、ぜひ足を止めてのぞいてみてください！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柳沢）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年の２月は例年以上に雪化粧する山を楽しむ

ことが出来ました。そんな中、植物たちは着々と

春の準備をしています。

　枝先を見ると、芽が随分と膨らんできました。

中には、今にもはち切れんばかりに丸々としたも

のまであります。

　宮ヶ瀬周辺では３月中旬・下旬になるとフサザ

クラ・ダンコウバイ・アブラチャン・ウグイスカ

グラ・キブシ・ヤマブキ・クサボケなどの樹木に

花がつき始めます。そうした花を見ると、春がや

ってきたことを感じます。

　３月は春爛漫と言うにはちょっと早いのですが、

春の始まりを探しながら散策するのがとても楽し

い時季です。ビジターセンターで情報を仕入れて、

神奈川の自然公園を楽しんでみませんか。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青木）

　この時期ならではの寒さの芸術を見つけました。シカ柵がアートになりました。暖かい時期とは違う寒

い時期ならではの発見があります。

　今年の積雪量はあまり多くはありませんでした。２月18日の雪以降、西丹沢自然教室周辺では20cm程度

でした。近年では２年前の降雪量が多く、檜洞丸の山頂で100cmの積雪がありました。

　１月の雪は柔らかいのですぐに溶けてしまいますが、２月の雪は下に硬い雪があります。３月は減る方

が多いですが、4月下旬まで北向き斜面の硬い雪は残ります。3月にまとまった雪が降った年もあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（倉持）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

≪シカ柵≫

　丹沢では増え過ぎたシカの食べ物が

十分になく、特定の植物を食べつくし

たり、植林木の幹を剥いでしまう被害

が発生しています。

　こうした被害を防ぐために、森のあ

ちこちに柵で囲い、植物を守っている

場所があります。

オニシバリの花

春爛漫のちょっと前

　

オニシバリ

オニシバリ全景

左：フサザクラの花

右：フサザクラの芽

左：キブシの花

右：キブシの芽


